
安らぎを感じることも､ 人生を見 つ め る こ とも忘れ ､ 時日耶こ追われて 日 々 をや

い つ しかそれがあたりまえにな っ て い た こ とにさえ､ 長 い 間気づかずに い た ･

誰もが求め る､ 安 らかで看びに満ちた人生､ そ才夕轡 するには､ どう生きれ

ア ン マ とともに世界中を回 っ て多くの 人々 の 人生に耳を傾けるス ワ ー ミ が､

古代イ ンドの 英知と愛と体験か ら諮る講話は､

様 々な不安や問題を抱える私たちが､ 日 々 の 生活をより前向きに生き､

本当 の 自分に出会うため の 力となるで し ょう｡

本講演が､ 過を照らす
一

肪の 光となり､ 何らか の ヒ ン トとなれば幸 い です｡

2 0 13 年1 1 月8 日(金)
場所 ● 青葉神社 社務所大広間

時間● 開場 : 1 8 : 0 0 開演 : 1 8 : 3 0 ( 予定終了時刻 2 0 : 3 0 )

内容● 講演｢明る い未来を つ く る縮｣ ､ Q & A ､
ス ワ

ー

ミ に よ るイ ン ドの竹笛バ ンス ー リ の演奏

入 場● 無料

予約 ● お亀岩臥 F A X ､ ま た はメ ー ル にて ご予約ください ｡
※F A X の 方はき面の申し込用紙にご犯人の 上､ 下記 F A X 番喝殉 にお送りく ださい .

T 0 l : 0 9 0 ･ 6 4 5 2 ･ 6 9 5 8 ( 市川)

0 8 0 -1 8 0 ト0 0 4 0 ( 後♯)

F a x : 0 2 2 ･ 2 3 5 ･ 1 3 4 7

e - m ail : s e n d a i s w a m i @ g m a il . c o m
※ メ ー ル に〈お 名 前〉と 〈i♯浪 平約而
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J R ● 仙山線 ･ 北仙台駅より徒歩1 0 分

地下鱗●仙台市地下鉄刺ヒ線 ･ 北仙台駅の南1 出口より徒歩1 0 分

バス ●市営パス ･J R 仙台駅から北山 ･ 子平町循環で ､ 北山1 丁目

下事､ 惟歩6 分

粧■壌有りく無料〉* 触に取りがこざし1 ま丁ので ､ なるべ く乗り合わせてご釆■

くだごるようお∬いいたします ｡

飽 ちP 瓜 廿¶ 励 J〉も 亡 .



プロ グラムに つ い て

スワミジは南インド､ ケ
ー

ラ ラ州に本部を置く M . A . 僧院( マ 一 夕 ー ･ ア ムリタ ー ナ ンダマイ
ー

･ マ
ー

ト) の高僧です｡ M . A . 僧

院は抱きしめる聖者として世界的に有名な女性 『ア ンマ』こ と マ 一 夕 ー ･ ア ムリタ ー ナ ンダマ イ
ー の僧院です｡

ア ンマ は､ 人道主義かつ 精神指導者として 世界的に知られ 人々を向上させようとするア ンマの疲れを知らぬ献身的な精神は
多岐にわたる慈善事業ネ ッ トワ ー クを生み出し､ そ の無私無欲の奉仕の精神の中に多くの 人が慈しみ と平和を見出します

｡

ア ン マ は
､ 会 いにく る

･

人ひ とりを自分の胸に引き寄せ愛と親しみを込めて抱きしめます｡ 『抱きしめる』この易しい､ しか し力

強い やり 方で ､ ア ン マ は数えきれないほど多くの 人々の 人生を変え､ 彼らの心が開かれるように助けてきま した｡ そ の数は過去

･4 1 年間で世界各地を訪れ､ い まや 3 2 0 0 万 人以上にのぼります｡

ア ン マ の教えは普遍的で す｡ ア ンマ の宗教は何か ? とI一刀われれば､ い つ で も『私の宗教は愛です』と答えます｡

ア ンマは『私達白身の真
●

主の本質を理解しなさい､ そしてlヨ分自身を信じなさい』 と救えます｡ ア ン マ は内面で ある柵神 ･ 魂 ･

愛

と いう ｢ 静｣ と外側 へ の 行為で ある ｢ 軌｣ の バ ランスある進展の 重要作を説いています｡ 両者の 内面的活動と外面的活動｢ 静｣ と｢ 動｣
が統合されて初めて世の中に対して社会的にも物質的にも ､ い っ そう効果的に頁献することがで きます｡ 生活の中に瞑想や慈善
奉仕活動を塙り人れ 内面

･

外面の 両方を磨いて いく必要があり ます｡

ア ンマ のもとで 3 0 数年問修行を組まれたス ワミジのイ ンス ピレ ー シ ョ ンからく る体験談や癒しの竹笛瞑想音楽は､ 世俗の生活
の激しい熟にとらえられて いる私達の疲れた身体と渇い た魂に 打越の ごとく降り注がれ 明日からの新たなる ｢辞｣ と ｢ 動｣ の活
動 へ と導いてくれることで し ょう｡

* M . A . M at h / エ 山 工一･

マ
ー

ト

4 2 年間で世界中の33 0 0 万人の 人々を抱きしめてい ることで国際的に知られ
る人道鳶動豪､ また精神性の指導者として国連の会言義などで代表ス ピーチ等
を求められる マ 一夕 ー ･ ア ムリターナ ン ダマ イ ー ( 愛称: ア ン マ) のもと活動する
国連の特別諮問資格を持 つ 慈善団体｡ 2 0 0 5 年 の津 波災害で は5 6 億 円規
模の支援を行い ､ 現在も継続中｡ また､ 2 0 07 年9月からマ ハ ラシュトラ州､ ケ ー

ララ

州 ､ ア ンドラ
･ プラティーシュ 州の農夫の自浄問題へ の 取り組み へ の 一 環として ､

農 家の 子供たち30 0 0 0 人 へ の 無料教育の支援､
5 0 0 0 人の女 性に対する職

業訓練を始めるも

⊇ケ蓼 0.矛

S w a m i P u r n a m rit a n a n d a P u ri

イン ド､ ケーララ州出身の出家僧｡ 正式名 ス ワーミ
･ プ ー ル ナ ア ム リタ ー ナン ダ ･ プリ｡ ( マ ー ク ー

･ ア ム

リタ ー ナン ダマイーの直弟子)
瞑想の 達人であり

､
またインドの 竹笛の名手 でもあ

り
､ その 瞑想的な深 い 古色に日本 でも多くの人が

魅了され てい る｡

スワ ー ミ ･ フ ー ル ナアムリタ
ー

ナ ンダ･ プリの既刊図書 ｢ 永遠の思い 出｣
鬱官署と し た 知性の 碑林の 中か ら ､ ハ ー トの イ､ 陰の 休 .ロ､ 所 へ と ､ ア ン マ に導 か れ た 思い Hl の 数々 が物 掛 二組り 込 ま
れ 使 い 捨 て ら れ た 屑を損金に変 え て し まう 錬金術が ､ そ こ に 語ら れ る｡ 本書 は . 真の 師 ア ン マ が ､ い か に し て

.

どん な哲学 で も解明で き な い 秘密 を弟子に 伝え る か を 描く ､ 忘れ が た い 逸話か ら成り 立っ て い る ｡

こ の 宇掛 軋 人類を完全 へ と違わ て 行く ため の 神の 手段 で ある｡ そ れ は ､ 不忠 ばの 詰 ま っ た 玉手箱であー) ､ 人 の

様 々 な 椚 射斐や埋解度 の 度台 い に ふ さわ し い 無紋の 体験 を榔 †て く わる ｡ 誰 もがl三l 分の 世界 を持 っ て い て ､ 天国を
つ く る の も

､ 地獄をつ く る の も ､ そわ は そ の 人 の 心 で ある｡

わた し 達 には ､ 拒 否で き る物 刑 ト つ もな い ｡ だか ら ､ あ ら ゆる もの を包 み こ むよ う な｣L ､ の 広 さ を 人は 持たねば
な ら ない ｡ そ れ を ア ン マ はわ た し 動 こ見せ てく れ て い る ｡ それ は ､ 善だけ を 見る 恍力だ｡

本苔相戦紹介文 よ り

会場の都合によりご来場ご希望の 方は ､ 下記の いずれかの 方法にて事前にあ申し込みをお願い いたします｡

O F A X O 2 2 - 2 3 5 -1 3 4 7

◎ T 乱 0 9 0 ･ 6 4 5 2 ･ 6 9 5 8 ( 市川) 0 8 0 ･1 8 0 1 ･ 0 0 4 0 ( 律削

◎ E - m ail S e n d ai s w 訓鵬 @ g m 如L c o m
准F A X ご希望の方は下記フォームをご利用ください d またメール ご希望の方は同内容をご記入 の 上､ 上記アドレス 宛へ 送信してください ｡ .


